
盛土規制法の本格運用開始に係る手続等について 

１ これまでの経緯 

2021 年（令和３年）７月に静岡県熱海市で発生した土石流災害を受け、盛土

等による災害から国民の生命・身体を守るため、旧法である「宅地造成等規制

法」が抜本的に改正され、新法である「宅地造成及び特定盛土等規制法（以下

「盛土規制法」という。）」として、2023 年（令和５年）５月 26 日に施行されま

した（資料１，２）。現在は、旧法の経過措置期間中ですが、本市において盛土

規制法の本格運用を開始する 2025 年（令和７年）５月 26 日までに行うべき手

続等について報告するものです。 

２ 本市が行うべき手続等 

２－１ 規制区域の指定（公示） 

現在の規制区域（資料３）は、旧法に基づき兵庫県が指定した市内東部（朝

霧や松が丘など）の一部の区域のみになっています。 

新法では盛土等により人家等に被害を及ぼしうる区域を改めて指定する必要

があり、都市計画区域（蓋然性のない区域を除く。）は宅地造成等工事規制区域

の対象となります。本市は昨年度（令和５年度）に規制区域指定に係る調査業

務委託を実施し、市内全域を宅地造成等工事規制区域とする案をとりまとめま

した。 

２－２ パブリックコメント 

宅地造成等工事規制区域を拡大することにより、宅地造成等を行い、土地利

用を図ろうとする市民等に多大な影響を与えることになります。そのため、明

石市市民参画条例に基づき、新たな宅地造成等工事規制区域の指定に先立ちパ

ブリックコメントを実施し、宅地造成等工事規制区域の拡大に対する意見を広

く募集します。 

２－３ 条例等の改正 

盛土規制法に係る許可申請手数料等を新たに規定するため、旧法に基づく許

可申請手数料等を定めた「明石市建設関係手数料徴収条例」を改正します。ま

た、盛土規制法の適切な運用に資するため、手続きや各種様式等を規定した施

行細則、運用マニュアル等の改正を併せて行います。その他、法改正に伴う名

称の変更に伴い、関係規則等の改正を行います。 
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２－４ 市民、関係団体等への周知 

盛土規制法の概要、規制対象となる行為、必要となる申請手続等、周知すべ

き内容を精査するとともに、周知方法、周知対象についても検討した上で、盛

土規制法の運用開始について周知を図ります。 

３ スケジュール（案） 

規
制
区
域
公
示

区
域
（

案
）

の
確
定

区
域
の
確
定

委
員
会
報
告

パ

ブ

リ
ッ

ク

コ

メ

ン

ト

結

果

公

表

条
例
等
改
正

議
会
上
程

周
知

2024年（令和6年） 2025年（令和7年）

委
員
会
報
告

パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト

規
制
区
域
公
示

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

規制区域（案）

の検証
見直し

・修正等

方針整理 庁内協議

周知方法等の検討 ホームページ掲載・関係団体等への案内

5/26 



資料１R5.5.27国交省ＨＰより抜粋（一部追記）

中核市市長は「都道府県知事等」に含まれる



許可対象となる盛土等の規模

盛土で高さが1m超の

崖を生ずるもの

切土で高さが2m超の

崖を生ずるもの

盛土と切土を同時に行い

高さが2ｍ超の崖を

生ずるもの（1、2を除く）

盛土で高さが2m超と

なるもの（1、3を除く）

最大時に堆積する高さが2ｍ超
かつ面積が300 超
となるもの

最大時に堆積する

面積が500 超かつ前後の
標高差が30 超となるもの

盛土又は切土をする土地の

面積が500 超かつ前後の
標高差が30 超となるもの
（1～4を除く）

面積 3 0 0 超
面積 5 0 0 超

面積 5 0 0 超
（盛土または切土のみの場合も含む）

盛土 2 m超

1m超 2 m超 2 m超 2 m超
切土

盛土

切土盛土
盛土

切土

（崖を生じないもの）

1 2 3 4

6 75

〈土地の形質の変更（盛土・切土）〉

〈一時的な土石の堆積〉

適用除外

工事の施行に付随して行われるものであって、当該工事に使用する土石又は当該工事で

発生した土石を当該工事の現場又はその付近に一時的に堆積するもの

農地及び採草放牧地で行われる通常の営農行為を行うもの
など

※道路、公園、河川等の公共施設用地内で行われる盛土等については、盛土規制法は適用されません。

また、以下のような場合も、盛土規制法は適用されず、許可手続きが不要となります。

＊「崖」とは、地表面が水平面に対し、30度を超える角度をなす土地で、硬岩盤（風化の著しいものを

除く）以外のものをいいます。

＊盛土規制法では、従来の宅地造成等規制法とは異なり、宅地だけでなく、農地・森林等における盛土・

切土や単なる土捨て行為・一時的な堆積についても規制されます。

前後の標高差が30 超
前後の
標高差が30 超
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